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夏山トレーニング③ 八経ヶ岳 
 

山 名 八経ヶ岳 山行名 第３回夏山トレーニング 

ルート トンネル西口→聖宝ノ宿→弥仙小屋→弥仙→トンネル西口 

山行日 ７月１４日        天 候 曇り時々雨 

参加者 

リーダー：園上 雅晴         サブリーダー：山口 博  

男性：中田、西川、金本、植西、樋口、広瀬、梅澤、中島、守口、後藤、小川、中博、

佐坂             

女性：大谷、上田、秋山、五百田、長野、吉野、岡本、徳田            

合計：２３名  

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

着 8;40 着 14;40トンネル西

口 発 9;00
弁天の森 

発 14;40

着 10;55 着 16;00
聖宝ノ宿跡

発 11;00

トンネル西

口 発 16;15

着 12;30 着 20;30
弥仙小屋 

発 12;50
新田辺駅前 

 

着 13;00  
弥仙頂上 

発 13;30
 

 

着 14;40  

ルート概略図 

聖宝ノ宿跡
発 14;41

 
 

行者還トンネル西口までは比較的順調であった、（途中の１６９号線はヘアピンカーブが多く切

り立った山道の連続でバスに乗っていても緊張した）西口からの急登を九十九おりに上がり始め

たがしばらくして雨が降り始め雷も鳴り一時は土砂降りになる、登山を辞めようかとは少し思っ

たが山口さんから山に雨はつきものと一決された、それでも降り続ける雨の中、登り続ける。 

聖宝ノ宿跡で一服、ここまで強く降ったり少し止んだりの登山、雨のお蔭で気温は上がらず登

頂最初の汗はカッパのなかは少し納まった。雨の為、道はぬかるみ歩行はどうしてもゆっくりと

ならざるを得ず、弥仙小屋には１２；３０の到着、ガスが深く、見通しも悪く、ここで帰りの時

間を考えて八経ヶ岳登頂をあきらめ、弥仙までの折り返しで下山する事にした(平安バス＝長距離

バスの運行時間が１５時間を超えると運転手が２人必要との運行規則が適用されるとの話)それ

では１６時までにトンネル西口まで降りねばならず、急いで下山を始める、幸い雨は小降りから

やがて止んできたがぬかるみに足を取られぬように全員粛々と下山、無事１６；００に西口に到

着、但し帰りのバスは大渋滞に巻き込まれ京田辺に着いたのは予想を大幅に遅れ２０；３０運行

時間の１５時間より大幅に遅れる（法律の施行は８月１日以降）。 

 

 

ヒヤリハット ；なし  

山行報告書      京都田辺山友会      報告者  園上 雅晴
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感想文 

八ケ岳・夏山トレーニング（八経ケ岳）に参加して 
後藤 正道 

 夏山集中登山「八ツ岳」へのトレーニング№3 は

奈良県天川村・大峰の「八経ケ岳」で関西の山では

最も高い山だと。 
ここは吉野の金剛山寺から熊野へ続く長大な大峰

奥駈道の中間に位置し、もっと早期に登りたいと思

っていた高みのエリアである。 
小生は、天川村から R309 を熊渡までは以前に行

ったことがあるのだが、それから奥の行者還トンネ

ルまでは行ったことがなく、今回は反対側の R169
の上北山村天ケ瀬から行者還トンネルにアクセスす

るとのことで興味があった。この R309 の山岳道は

がけ崩れ等が頻発する「ひどい酷道」の呼称がある

国道である。                    
いよいよ R169 上北山村天ケ瀬から R309 で行者還トンネルへ、トンネル東口登山口から大峰

奥駈道に取りつくとの説明であったがバスはスーッとトンネル内へ、結局、トンネル西口登山口

から沢に架かる木橋を渡り、登山開始することとなる。登りにくい急坂が奥駈道出合まで続く。 
大峰奥駈道出合まで登ってきたら大粒の雨がふりだした。最悪だ。吾輩は「地震と雷」には怖

さを感じる性格である。すると遠くから雷鳴が近づいて来る。やっぱりきたか。 
しばらくは up.don の少ないぬかるんだ尾根道を進むと、だんだん石と木の根が絡まったすべ

りやすい道になってきた。道が小川のようになって疲れるよ。このやろうと思っていると、雨と

雷鳴のなかを家族づれの子供も頑張っているではないか。頼もしいなぁ～。雷に怖がっている我

が爺が恥ずかしい。 
いよいよ「弥山」への長が～ぃ木の階段が現れた。強制歩行の階段は苦手じゃよ。「疲れたな

～」「腹減ったな～」が頭の中を交差し走り回っている。だが、この階段を登らないと昼飯にあ

りつけないのだ。12 時 30 分弥山小屋到着。1895m の弥山小屋は風と霧で眺望は望めない。気

温 26 度。濡れたシャツと合羽では寒くて震えながら、やっと昼飯にありついた。            

気がつくと雨も雷鳴も止んでいました。 
今日の目的地「八経ケ岳」は下山時間との関係で省略とし、弥山神社に参拝後すぐに下山しま

すとの説明があり。予定時刻の午後 4 時に全員トレッキングセーフでした。 
ここは人気があるメジャーな山で「かわいぃ～」山ガールにも出会え、子供と一緒の家族連れ

が多かったことなど、次の機会には日帰りではなく「ゆっくり」と小屋泊で来たいと思っていま

す。  お世話になりました CL、SL 及びご参加の皆様ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨中合流点まで進む               弥山山頂にて 

西口登山口から登る


